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金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世

史
料
館
の
概
要
と
取
り
組
み

宮

下

和

幸

現
在
、
金
沢
市
に
は
多
く
の
文
化
施
設
が
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で

加
賀
藩
関
係
の
史
料
を
中
心
に
、
地
域
の
歴
史
に
か
か
わ
る
史
料
を

幅
広
く
収
集
・
保
存
・
公
開
し
て
い
る
の
が
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館

近
世
史
料
館
（
以
下
、
近
世
史
料
館
）
で
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
上
、

簡
単
で
は
あ
る
が
近
世
史
料
館
の
概
要
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
こ

こ
で
ま
と
め
て
み
た
い
（
１
）
。

一

金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史
料
館
の
概
要

（
１
）
建
造
物

近
世
史
料
館
の
建
物
は
旧
日
本
専
売
公
社
の
煙
草
製
造
所
で
あ
り
、

明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
に
着
工
、
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に

完
成
し
て
い
る
。
工
事
の
設
計
は
旧
大
蔵
省
臨
時
建
築
部
で
、
当
時

臨
時
建
築
部
に
お
い
て
専
売
関
係
の
建
築
を
担
当
し
て
い
た
矢
橋
賢

吉
の
手
に
よ
る
も
の
と
も
い
わ
れ
る
。
矢
橋
は
の
ち
に
石
川
県
庁
も

設
計
し
た
人
物
で
あ
る
。

建
物
は
、
煉
瓦
造
の
二
階
建
て
、
桟
瓦
葺
き
で
、
当
時
は
全
長
二

八
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
回
廊
式
の
煙
草
製
造
所
で
あ
っ
た
。
葉
入

れ
・
乾
燥
・
選
別
・
包
装
と
い
う
製
造
工
程
の
一
連
の
作
業
を
可
能

に
す
る
施
設
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
ほ
か
浴
場
や
理
髪
、
さ
ら
に

食
堂
や
保
育
所
ま
で
を
備
え
た
大
型
施
設
で
あ
っ
た
と
い
う
。ま
た
、

外
壁
は
英
式
積
み
で
、
一
階
と
二
階
の
窓
が
ア
ー
チ
内
で
一
体
化
し

て
い
る
か
の
よ
う
な
造
形
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
整
然

と
し
た
外
観
を
保
っ
て
い
る
（
２
）
。
昭
和
四
〇
年
代
に
入
り
、
当
該
地

区
が
住
居
区
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
で
工
場
の
移
転
が
検
討
さ
れ
、

移
転
後
に
は
建
物
の
大
部
分
が
解
体
さ
れ
た
が
、
東
側
に
あ
た
る
一

部
は
金
沢
市
に
よ
り
保
存
さ
れ
、
昭
和
五
九
年
（
一
九
八
四
）
に
は

「
金
沢
市
指
定
保
存
建
築
物
」
と
な
る
。
そ
し
て
、
平
成
八
年
（
一
九

九
六
）
に
文
化
財
保
護
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
保
存
及
び
活
用
に

つ
い
て
の
措
置
が
必
要
と
さ
れ
る
文
化
財
建
造
物
を
文
部
科
学
大
臣

が
文
化
財
登
録
原
簿
に
登
録
す
る
「
文
化
財
登
録
制
度
」
が
導
入
さ

れ
る
と
、
同
年
「
登
録
文
化
財
」
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
専
門
職
員
の
配
置
な
く
し
て
、「
新
構
想
」
が
謳
う
公
文
書

館
機
能
が
十
全
に
果
た
せ
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
規
定

は
、
公
文
書
館
の
専
門
職
員
を
養
成
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
時

代
情
勢
を
反
映
し
て
出
た
暫
定
的
条
文
で
あ
る
が
、
も
は
や
ア
ー
キ

ビ
ス
ト
養
成
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
整
備
さ
れ
、
養
成
体
制
は
整
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
条
文
は
早
晩
廃
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

調
査
研
究
に
つ
い
て
は
、
膨
大
に
生
み
出
さ
れ
る
行
政
文
書
や
法

人
文
書
の
何
が
歴
史
的
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
の
か
を
選
別
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
当
然
、
ど
の
機
関
か
ら
ど
の
よ
う
な
公
文
書
が

出
る
の
か
を
押
さ
え
て
お
く
た
め
に
は
、
行
政
機
構
そ
の
も
の
に
対

す
る
熟
知
は
前
提
で
あ
ろ
う
。 

「
公
文
書
館
機
能
」
に
関
わ
っ
て
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
」

と
い
う
新
た
な
概
念
が
提
示
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
図
書
や
歴
史
資
料

の
出
納
は
職
員
で
あ
れ
ば
誰
で
も
で
き
、
一
ヶ
所
で
す
べ
て
の
サ
ー

ビ
ス
が
行
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
一
個
し
か
な
い
歴
史
資

料
の
扱
い
は
そ
の
保
存
上
慎
重
な
取
り
扱
い
が
必
要
で
あ
り
、
や
は

り
公
文
書
館
の
専
門
職
員
そ
の
他
の
職
員
が
行
う
べ
き
も
の
で
あ
り
、

誰
で
も
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
図
書
館
の
機
構
上
の
簡
便

性
・
合
理
性
は
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
問
題
は
そ
れ

以
前
の
問
題
に
属
し
よ
う
。 

 

お
わ
り
に

公
文
書
館
が
仮
に
設
置
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
は
図
書
館
と
同
一
施

設
内
に
置
か
れ
て
い
い
よ
う
に
思
う
。
行
政
機
関
で
あ
る
以
上
、
利

用
者
数
は
常
に
問
題
と
な
る
数
字
で
あ
り
、
図
書
館
の
流
れ
で
公
文

書
館
を
利
用
す
る
利
用
者
は
当
然
予
想
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
取
り
扱
う
公
文
書
等
の
性
格
が
大
き
く
異
な
る
以
上
、
あ
く
ま

で
も
別
個
の
組
織
で
運
用
し
、
法
に
規
定
す
る
様
に
館
長
・
専
門
職

員
そ
の
他
の
職
員
を
配
置
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
行
政
機
関
な
ど
に

保
管
さ
れ
、
廃
棄
さ
れ
る
文
書
の
中
か
ら
歴
史
的
に
重
要
な
文
書
を

選
別
・
保
管
、
整
理
し
て
一
般
の
利
用
に
供
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

社
会
に
多
く
残
存
す
る
文
書
の
情
報
を
収
集
し
、
寄
贈
・
寄
託
を
促

し
て
、
そ
れ
ら
を
調
査
研
究
し
、
こ
れ
ま
た
一
般
利
用
者
の
利
用
に

供
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
が
石
川
県
に
お
い
て
歴
史
に
携
わ
っ
て
き
た

多
く
の
方
々
の
悲
願
で
あ
り
、
早
川
報
告
が
目
指
し
て
い
た
あ
る
べ

き
公
文
書
館
の
姿
で
あ
ろ
う
と
思
う
。 
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集
・
保
存
し
、
利
用
に
供
し
て
い
る
。
収
集
史
料
の
年
代
は
必
ず
し

も
藩
政
期
に
限
定
し
て
お
ら
ず
、
戦
国
期
や
明
治
期
以
降
の
も
の
も

あ
る
。
ま
た
、
収
集
の
対
象
は
藩
政
史
料
に
加
え
て
町
方
、
村
方
な

ど
の
文
献
史
料
、
城
下
図
や
国
絵
図
、
郡
図
と
い
っ
た
絵
図
類
な
ど

幅
広
く
、
さ
ら
に
個
人
宅
に
て
長
年
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
を
受
け

入
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
特
定
の
家
の
経
歴
や
家
計
、
学
芸
な
ど
を
示

す
史
料
も
多
く
収
蔵
し
て
い
る
。
現
在
、
近
世
史
料
館
で
は
約
一
三

万
点
の
史
料
が
公
開
に
至
っ
て
い
る
。

基
本
的
な
業
務
と
し
て
、
ま
ず
は
史
料
の
閲
覧
・
複
写
が
あ
る
。

所
蔵
史
料
は
閉
架
式
で
あ
り
、
所
定
の
閲
覧
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
付
に
提
出
す
る
こ
と
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

史
料
の
複
写
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
古

文
書
は
複
写
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
持
参
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
の
撮
影
も
可
能
で
、
撮
影
枚
数
に
制
限
は
な
い
が
、
撮
影
後
に

閲
覧
申
込
書
に
撮
影
枚
数
を
記
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
所
蔵
史
料
の
保
存
に
つ
い
て
は
燻
蒸
作
業
を
適
宜
実
施
し
て

い
る
。
玉
川
図
書
館
内
の
燻
蒸
室
に
て
必
ず
燻
蒸
し
、
そ
の
後
近
世
史

料
館
書
庫
に
配
架
す
る
が
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
書
庫
内
の
保
存
環
境

調
査
で
問
題
が
あ
っ
た
場
合
は
、
書
庫
内
燻
蒸
も
実
施
す
る
。
ま
た
、

虫
損
な
ど
破
損
が
夥
し
い
史
料
に
つ
い
て
は
修
復
作
業
を
お
こ
な
い
、

史
料
の
保
存
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
紙
以
外
の
別
媒
体
に
よ
る
史
料

保
存
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
も
進
め
て
い
る
。
長
く
安
定
的

に
情
報
を
保
存
し
て
い
く
う
え
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
は
必
須
で

あ
り
、
中
心
史
料
で
あ
る
加
越
能
文
庫
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
史
料

が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
近
年
主
流
で
あ
る

史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
実
施
し
て
い
る
。
史
料
を
傷
め
ず
に
活
用
す
る

に
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
有
効
で
あ
り
、
国
絵
図
・
郡
図
・
城
下
図
・
城
図
・

行
列
図
と
い
っ
た
絵
図
類
を
優
先
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
年
数
回
の
企
画
展
開
催
、
所
蔵
史
料
目
録
や
史
料

を
活
字
化
し
た
叢
書
の
刊
行
、
古
文
書
講
座
の
開
講
、
史
料
お
よ
び

郷
土
の
歴
史
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
図
書
館
開
館
時
よ
り
継
続
す
る
台
帳

登
録
に
よ
っ
て
所
蔵
史
料
の
管
理
・
把
握
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
業
務
遂
行
の
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

（
２
）
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

近
年
重
視
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て
は
、

金
沢
市
情
報
政
策
課
と
連
携
し
、「
金
沢
市
画
像
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」

と

い

う

サ

イ

ト

へ

の

史

料

公

開

に

取

り

組

ん

で

い

る

（

）。

近
世
史
料
館
所
蔵
史
料
は
現
在
約
一
五
〇
点
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、

国
絵
図
や
郡
図
を
は
じ
め
、
城
下
図
や
行
列
図
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
画

（
２
）
沿
革

金
沢
市
立
図
書
館
は
、
昭
和
大
礼
の
記
念
と
し
て
昭
和
五
年
（
一

九
三
〇
）
金
沢
市
大
手
町
に
開
館
し
た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降

の
市
勢
拡
大
に
伴
う
図
書
館
ニ
ー
ズ
の
増
大
・
多
様
化
に
対
応
す
る

た
め
、
新
し
い
図
書
館
の
建
設
気
運
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
各
種

予
備
調
査
、
建
設
懇
話
会
の
実
施
、
他
自
治
体
へ
の
図
書
館
視
察
な

ど
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
四
年
に
旧
専
売
公
社
跡
地
へ
移
転
さ
れ
て
新

た
な
金
沢
市
立
図
書
館
（
現
在
の
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
）
が
開
館

し
た
。
計
画
当
初
か
ら
、
現
存
し
て
い
た
工
場
棟
の
活
用
と
保
存
が

提
案
さ
れ
て
お
り
、
外
部
は
保
存
し
つ
つ
内
部
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
と
す
る
大
改
修
が
行
わ
れ
て
図
書
館
の
別
館
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
と
、
そ
の
二
階
に
近
世
資
料
室
が
設
置
さ
れ
た
。
新
た
な
図
書

館
運
営
の
基
本
方
針
の
一
つ
に
、「
古
文
書
・
郷
土
資
料
の
利
用
を
前

提
と
し
た
収
集
保
存
に
つ
と
め
、
そ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
と
す
る
」
と

あ
り
、
郷
土
の
資
料
を
長
期
に
わ
た
り
保
存
し
、
市
民
を
は
じ
め
と

す
る
利
用
者
の
研
究
に
活
用
す
る
体
制
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
中
で
、

近
世
資
料
室
が
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
藩
政
期
の
史
料
を
地
域
に
提
供
し
、
長
ら
く
加
賀
藩
研

究
を
支
え
て
き
た
近
世
資
料
室
で
あ
っ
た
が
、
収
蔵
史
料
が
増
加
し

た
た
め
に
書
庫
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
、
大
地
震
を
想
定
し
た
耐
震

工
事
の
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
工
費
６
億
円
に
の
ぼ
る
大
規

模
な
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
平
成
一
一
年
一
一
月
に
近
世
史
料
館
と

し
て
新
た
に
開
館
し
た
（
３
）
。
改
修
工
事
に
際
し
、
職
員
と
業
者
に
よ

る
会
議
が
行
わ
れ
、
文
化
財
で
あ
る
建
物
の
外
観
に
影
響
を
与
え
な

い
耐
震
性
の
実
現
と
、
史
料
の
収
集
体
制
、
閲
覧
体
制
の
強
化
が
目

指
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
来
館
者
の
動
線
を
意
識
し
、
改
修
前
は

展
示
ホ
ー
ル
だ
っ
た
一
階
に
閲
覧
室
を
配
置
し
た
ほ
か
、
収
蔵
史
料

を
展
示
す
る
展
示
室
や
史
料
を
修
復
す
る
補
修
室
、
歴
代
加
賀
藩
主

や
兼
六
園
、
近
世
史
料
館
を
紹
介
す
る
映
像
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
る
映
像
室
な
ど
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
書
庫
は
従
来
二

階
の
み
で
あ
っ
た
が
、
一
階
に
も
設
置
す
る
こ
と
で
収
蔵
能
力
を
大

幅
に
高
め
て
い
る
。
書
庫
内
は
二
層
構
造
と
な
り
、
ス
ギ
材
で
壁
面

を
囲
う
こ
と
で
外
気
の
影
響
を
受
け
に
く
く
し
、
さ
ら
に
書
庫
専
用

の
空
調
機
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
温
度
二
〇
℃
、
湿
度
六
〇
％
を
二

四
時
間
管
理
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
史
料
が
直
接
触
れ
る
棚

に
は
キ
リ
材
を
使
用
し
、
消
火
設
備
も
水
損
を
防
ぐ
方
式
を
採
用
す

る
な
ど
、
最
大
限
史
料
に
配
慮
し
た
収
蔵
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

二

近
世
史
料
館
の
取
り
組
み

（
１
）
史
料
の
収
集
・
保
存

近
世
史
料
館
で
は
、
加
賀
前
田
家
に
関
わ
る
藩
政
史
料
を
主
に
収
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集
・
保
存
し
、
利
用
に
供
し
て
い
る
。
収
集
史
料
の
年
代
は
必
ず
し

も
藩
政
期
に
限
定
し
て
お
ら
ず
、
戦
国
期
や
明
治
期
以
降
の
も
の
も

あ
る
。
ま
た
、
収
集
の
対
象
は
藩
政
史
料
に
加
え
て
町
方
、
村
方
な

ど
の
文
献
史
料
、
城
下
図
や
国
絵
図
、
郡
図
と
い
っ
た
絵
図
類
な
ど

幅
広
く
、
さ
ら
に
個
人
宅
に
て
長
年
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
を
受
け

入
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
特
定
の
家
の
経
歴
や
家
計
、
学
芸
な
ど
を
示

す
史
料
も
多
く
収
蔵
し
て
い
る
。
現
在
、
近
世
史
料
館
で
は
約
一
三

万
点
の
史
料
が
公
開
に
至
っ
て
い
る
。

基
本
的
な
業
務
と
し
て
、
ま
ず
は
史
料
の
閲
覧
・
複
写
が
あ
る
。

所
蔵
史
料
は
閉
架
式
で
あ
り
、
所
定
の
閲
覧
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
付
に
提
出
す
る
こ
と
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

史
料
の
複
写
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
古

文
書
は
複
写
が
可
能
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
持
参
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
で
の
撮
影
も
可
能
で
、
撮
影
枚
数
に
制
限
は
な
い
が
、
撮
影
後
に

閲
覧
申
込
書
に
撮
影
枚
数
を
記
入
す
る
必
要
が
あ
る
。

次
に
、
所
蔵
史
料
の
保
存
に
つ
い
て
は
燻
蒸
作
業
を
適
宜
実
施
し
て

い
る
。
玉
川
図
書
館
内
の
燻
蒸
室
に
て
必
ず
燻
蒸
し
、
そ
の
後
近
世
史

料
館
書
庫
に
配
架
す
る
が
、
毎
年
実
施
し
て
い
る
書
庫
内
の
保
存
環
境

調
査
で
問
題
が
あ
っ
た
場
合
は
、
書
庫
内
燻
蒸
も
実
施
す
る
。
ま
た
、

虫
損
な
ど
破
損
が
夥
し
い
史
料
に
つ
い
て
は
修
復
作
業
を
お
こ
な
い
、

史
料
の
保
存
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
紙
以
外
の
別
媒
体
に
よ
る
史
料

保
存
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
も
進
め
て
い
る
。
長
く
安
定
的

に
情
報
を
保
存
し
て
い
く
う
え
で
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
は
必
須
で

あ
り
、
中
心
史
料
で
あ
る
加
越
能
文
庫
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
史
料

が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
近
年
主
流
で
あ
る

史
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
も
実
施
し
て
い
る
。
史
料
を
傷
め
ず
に
活
用
す
る

に
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
有
効
で
あ
り
、
国
絵
図
・
郡
図
・
城
下
図
・
城
図
・

行
列
図
と
い
っ
た
絵
図
類
を
優
先
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
に
も
年
数
回
の
企
画
展
開
催
、
所
蔵
史
料
目
録
や
史
料

を
活
字
化
し
た
叢
書
の
刊
行
、
古
文
書
講
座
の
開
講
、
史
料
お
よ
び

郷
土
の
歴
史
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
へ
の
対
応
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
図
書
館
開
館
時
よ
り
継
続
す
る
台
帳

登
録
に
よ
っ
て
所
蔵
史
料
の
管
理
・
把
握
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
、
業
務
遂
行
の
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

（
２
）
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ

近
年
重
視
さ
れ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
つ
い
て
は
、

金
沢
市
情
報
政
策
課
と
連
携
し
、「
金
沢
市
画
像
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
」

と

い

う

サ

イ

ト

へ

の

史

料

公

開

に

取

り

組

ん

で

い

る

（

）。

近
世
史
料
館
所
蔵
史
料
は
現
在
約
一
五
〇
点
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、

国
絵
図
や
郡
図
を
は
じ
め
、
城
下
図
や
行
列
図
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
画

（
２
）
沿
革

金
沢
市
立
図
書
館
は
、
昭
和
大
礼
の
記
念
と
し
て
昭
和
五
年
（
一

九
三
〇
）
金
沢
市
大
手
町
に
開
館
し
た
が
、
高
度
経
済
成
長
期
以
降

の
市
勢
拡
大
に
伴
う
図
書
館
ニ
ー
ズ
の
増
大
・
多
様
化
に
対
応
す
る

た
め
、
新
し
い
図
書
館
の
建
設
気
運
が
高
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
各
種

予
備
調
査
、
建
設
懇
話
会
の
実
施
、
他
自
治
体
へ
の
図
書
館
視
察
な

ど
が
行
わ
れ
、
昭
和
五
四
年
に
旧
専
売
公
社
跡
地
へ
移
転
さ
れ
て
新

た
な
金
沢
市
立
図
書
館
（
現
在
の
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
）
が
開
館

し
た
。
計
画
当
初
か
ら
、
現
存
し
て
い
た
工
場
棟
の
活
用
と
保
存
が

提
案
さ
れ
て
お
り
、
外
部
は
保
存
し
つ
つ
内
部
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
と
す
る
大
改
修
が
行
わ
れ
て
図
書
館
の
別
館
と
し
て
生
ま
れ
変

わ
る
と
、
そ
の
二
階
に
近
世
資
料
室
が
設
置
さ
れ
た
。
新
た
な
図
書

館
運
営
の
基
本
方
針
の
一
つ
に
、「
古
文
書
・
郷
土
資
料
の
利
用
を
前

提
と
し
た
収
集
保
存
に
つ
と
め
、
そ
の
研
究
セ
ン
タ
ー
と
す
る
」
と

あ
り
、
郷
土
の
資
料
を
長
期
に
わ
た
り
保
存
し
、
市
民
を
は
じ
め
と

す
る
利
用
者
の
研
究
に
活
用
す
る
体
制
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
中
で
、

近
世
資
料
室
が
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
藩
政
期
の
史
料
を
地
域
に
提
供
し
、
長
ら
く
加
賀
藩
研

究
を
支
え
て
き
た
近
世
資
料
室
で
あ
っ
た
が
、
収
蔵
史
料
が
増
加
し

た
た
め
に
書
庫
が
手
狭
に
な
っ
た
こ
と
、
大
地
震
を
想
定
し
た
耐
震

工
事
の
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
工
費
６
億
円
に
の
ぼ
る
大
規

模
な
改
修
工
事
が
行
わ
れ
、
平
成
一
一
年
一
一
月
に
近
世
史
料
館
と

し
て
新
た
に
開
館
し
た
（
３
）
。
改
修
工
事
に
際
し
、
職
員
と
業
者
に
よ

る
会
議
が
行
わ
れ
、
文
化
財
で
あ
る
建
物
の
外
観
に
影
響
を
与
え
な

い
耐
震
性
の
実
現
と
、
史
料
の
収
集
体
制
、
閲
覧
体
制
の
強
化
が
目

指
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
来
館
者
の
動
線
を
意
識
し
、
改
修
前
は

展
示
ホ
ー
ル
だ
っ
た
一
階
に
閲
覧
室
を
配
置
し
た
ほ
か
、
収
蔵
史
料

を
展
示
す
る
展
示
室
や
史
料
を
修
復
す
る
補
修
室
、
歴
代
加
賀
藩
主

や
兼
六
園
、
近
世
史
料
館
を
紹
介
す
る
映
像
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で

き
る
映
像
室
な
ど
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
書
庫
は
従
来
二

階
の
み
で
あ
っ
た
が
、
一
階
に
も
設
置
す
る
こ
と
で
収
蔵
能
力
を
大

幅
に
高
め
て
い
る
。
書
庫
内
は
二
層
構
造
と
な
り
、
ス
ギ
材
で
壁
面

を
囲
う
こ
と
で
外
気
の
影
響
を
受
け
に
く
く
し
、
さ
ら
に
書
庫
専
用

の
空
調
機
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
温
度
二
〇
℃
、
湿
度
六
〇
％
を
二

四
時
間
管
理
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
る
。
史
料
が
直
接
触
れ
る
棚

に
は
キ
リ
材
を
使
用
し
、
消
火
設
備
も
水
損
を
防
ぐ
方
式
を
採
用
す

る
な
ど
、
最
大
限
史
料
に
配
慮
し
た
収
蔵
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

二

近
世
史
料
館
の
取
り
組
み

（
１
）
史
料
の
収
集
・
保
存

近
世
史
料
館
で
は
、
加
賀
前
田
家
に
関
わ
る
藩
政
史
料
を
主
に
収
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三

今
後
に
向
け
て

以
上
、
簡
略
で
は
あ
る
が
近
世
史
料
館
の
概
要
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
述
べ
て
き
た
。
最
後
に
、
今
後
に
向
け
て
の
課
題
な
ど
を
ま
と

め
て
み
た
い
。
ま
ず
は
近
世
史
料
館
の
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
よ
る
史
料
の
公

開
・
提
供
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。そ
の
場
合
は
、

よ
り
自
由
に
誰
も
が
利
用
で
き
る
よ
う
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン

ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
の
再
検
討
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。ま
た
、

所
蔵
史
料
を
す
べ
て
ク
ラ
ウ
ド
型
検
索
シ
ス
テ
ム
で
検
索
で
き
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
多
く
の
人
が
事
前
に
検
索
し
た
上
で
来
館

し
、
館
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
史
料
を
閲
覧
で
き
る
体
制
を
し
っ
か
り
と

構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
利
用
に
向
け
た
発
信
力
だ
け
で
は
な
く
、
組

織
の
内
部
に
向
け
て
も
発
信
力
も
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
近
世
史
料

館
に
つ
い
て
金
沢
市
各
課
に
も
っ
と
理
解
し
て
も
ら
い
、
旧
町
名
復

活
を
は
じ
め
と
し
た
市
の
政
策
と
十
分
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
行
政
に
偏
ら
な
い
地
域
の
歴
史
を
発
信
す
る
こ
と
に
繋
が
る
は

ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
の
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
な
か

で
の
人
材
の
確
保
と
育
成
は
不
可
欠
と
な
る
。
専
門
性
を
維
持
・
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
組
織
に
粘
り
強
く
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
公
文
書
館
機
能
を
有
し
た
施
設
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た

場
合
、
近
世
史
料
館
と
の
業
務
関
係
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
連

携
が
ど
の
程
度
図
れ
る
の
か
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と

え
加
賀
前
田
家
に
関
わ
る
藩
政
史
料
と
金
沢
市
の
行
政
資
料
と
を
区

分
し
た
と
し
て
も
、
個
人
の
家
に
長
ら
く
所
蔵
さ
れ
て
い
た
史
料
群

や
、
幅
広
く
蒐
集
さ
れ
た
史
料
群
な
ど
は
、
そ
う
容
易
に
区
分
さ
れ

る
も
の
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
。
以
上
、
議
論
す
べ
き
点
は
多
い
と

お
も
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
利
用
し
や
す
い
環
境
作
り
は
勿
論

の
こ
と
、
何
よ
り
史
料
保
存
を
第
一
に
考
え
た
活
動
を
今
後
も
追
究

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

注１

近
世
史
料
館
の
沿
革
や
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
下
も
参
照
さ
れ
た

い
（
拙
稿
「
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
と
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史

料
館
の
取
り
組
み
」『
専
門
図
書
館
』
二
六
六
号
、
二
〇
一
四
年
）。

２

田
中
禎
彦
「
身
近
な
歴
史
の
再
発
見―

登
録
文
化
財
の
建
物
か
ら―

」

（『
住
宅
建
築
』
三
三
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

３
『
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
六
十
年
誌
』（
金
沢
市
立
図
書
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
写
真
１
） 

（
写
真
２
） 

像
が
閲
覧
で
き
る
（
写
真
１
）。
国
絵
図
の
よ

う
な
大
型
史
料
で
閲
覧
が
困
難
な
も
の
や
、

「
諸
国
居
城
之
図
集
」
の
よ
う
な
遠
方
の
方
が

利
用
す
る
も
の
な
ど
を
選
定
し
、
毎
年
公
開

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
が
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン

ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
を
付
与
し
て
お
り
、
非
営

利
に
か
ぎ
っ
た
利
用
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
に
繋
が
る
も
の
と

し
て
所
蔵
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
挙
げ
て

お
き
た
い
。
現
在
、
ク
ラ
ウ
ド
型
検
索
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
、
基
本
情
報
を
容
易
に
検
索

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
が

（

）、こ
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
展
示
や

整
理
で
撮
影
し
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
管
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
２
）。
さ
ら
に
、
史

料
の
貸
出
や
修
復
に
関
す
る
情
報
も
管
理
で

き
る
こ
と
か
ら
、
開
館
以
来
の
台
帳
記
録
を

移
行
す
る
と
と
も
に
、
各
種
情
報
の
一
元
管

理
に
向
け
た
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
こ
の
ク
ラ
ウ

ド
型
検
索
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
他
施
設
と
の
横
断
検
索
が
可

能
で
あ
り
（

）、
現
在
は
全
国
お
よ
そ
一
六
〇
施
設
、

約
三
〇
〇
万
点
の
歴
史
資
料
が
横
断
検
索
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
金
沢
市
に
か
か
わ
る
行
政
資
料

金
沢
市
の
行
政
資
料
は
現
在
各
課
保
存
の
状
況
で
あ
る
が
、
公
文

書
館
機
能
を
有
し
た
施
設
が
新
設
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
施
設
が
役
割

を
当
然
な
が
ら
担
う
こ
と
に
な
る
。
近
世
史
料
館
に
は
現
在
、
金
沢

市
に
合
併
す
る
前
の
自
治
体
の
行
政
資
料
が
一
部
入
っ
て
お
り
、
未

整
理
の
も
の
も
あ
る
が
、
公
開
さ
れ
て
い
る
行
政
資
料
と
し
て
は
旧

上
金
石
町
役
場
文
書
（
一
一
一
六
点
）
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
市

町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
か
ら
、
金
沢
市

に
編
入
さ
れ
る
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
ま
で
の
上
金
石
町
役
場

の
文
書
群
で
あ
り
（
一
部
除
く
）、
所
蔵
の
経
緯
と
し
て
は
金
沢
市
金

石
町
校
下
町
会
連
合
会
よ
り
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
。
内
容
は
、

議
会
の
議
事
録
や
町
会
関
係
、
財
務
・
税
務
・
土
木
建
築
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
戦
前
の
自
治
体
の
状
況
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
文
書
群

は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
済
み
で
あ
り
、
閲
覧
に
つ
い
て
は
他

の
所
蔵
史
料
と
同
じ
よ
う
に
公
開
し
て
い
る
が
、
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
国
立
公
文
書
館
の
規
則
に
準
拠
し
て
い
る
。
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三

今
後
に
向
け
て

以
上
、
簡
略
で
は
あ
る
が
近
世
史
料
館
の
概
要
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
述
べ
て
き
た
。
最
後
に
、
今
後
に
向
け
て
の
課
題
な
ど
を
ま
と

め
て
み
た
い
。
ま
ず
は
近
世
史
料
館
の
発
信
力
を
高
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
よ
る
史
料
の
公

開
・
提
供
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。そ
の
場
合
は
、

よ
り
自
由
に
誰
も
が
利
用
で
き
る
よ
う
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン

ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
の
再
検
討
が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。ま
た
、

所
蔵
史
料
を
す
べ
て
ク
ラ
ウ
ド
型
検
索
シ
ス
テ
ム
で
検
索
で
き
る
よ

う
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
多
く
の
人
が
事
前
に
検
索
し
た
上
で
来
館

し
、
館
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
史
料
を
閲
覧
で
き
る
体
制
を
し
っ
か
り
と

構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
利
用
に
向
け
た
発
信
力
だ
け
で
は
な
く
、
組

織
の
内
部
に
向
け
て
も
発
信
力
も
高
め
る
必
要
が
あ
る
。
近
世
史
料

館
に
つ
い
て
金
沢
市
各
課
に
も
っ
と
理
解
し
て
も
ら
い
、
旧
町
名
復

活
を
は
じ
め
と
し
た
市
の
政
策
と
十
分
に
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
、

観
光
行
政
に
偏
ら
な
い
地
域
の
歴
史
を
発
信
す
る
こ
と
に
繋
が
る
は

ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
職
員
の
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
な
か

で
の
人
材
の
確
保
と
育
成
は
不
可
欠
と
な
る
。
専
門
性
を
維
持
・
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
組
織
に
粘
り
強
く
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
く
こ
と
も
大
切
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
公
文
書
館
機
能
を
有
し
た
施
設
が
新
た
に
設
置
さ
れ
た

場
合
、
近
世
史
料
館
と
の
業
務
関
係
が
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、
連

携
が
ど
の
程
度
図
れ
る
の
か
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
と

え
加
賀
前
田
家
に
関
わ
る
藩
政
史
料
と
金
沢
市
の
行
政
資
料
と
を
区

分
し
た
と
し
て
も
、
個
人
の
家
に
長
ら
く
所
蔵
さ
れ
て
い
た
史
料
群

や
、
幅
広
く
蒐
集
さ
れ
た
史
料
群
な
ど
は
、
そ
う
容
易
に
区
分
さ
れ

る
も
の
と
は
限
ら
な
い
だ
ろ
う
。
以
上
、
議
論
す
べ
き
点
は
多
い
と

お
も
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
利
用
し
や
す
い
環
境
作
り
は
勿
論

の
こ
と
、
何
よ
り
史
料
保
存
を
第
一
に
考
え
た
活
動
を
今
後
も
追
究

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

注１

近
世
史
料
館
の
沿
革
や
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
、
以
下
も
参
照
さ
れ
た

い
（
拙
稿
「
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
と
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
近
世
史

料
館
の
取
り
組
み
」『
専
門
図
書
館
』
二
六
六
号
、
二
〇
一
四
年
）。

２

田
中
禎
彦
「
身
近
な
歴
史
の
再
発
見―

登
録
文
化
財
の
建
物
か
ら―

」

（『
住
宅
建
築
』
三
三
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

３
『
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
六
十
年
誌
』（
金
沢
市
立
図
書
館
、
一
九
九
四
年
）。

（
写
真
１
） 

（
写
真
２
） 

像
が
閲
覧
で
き
る
（
写
真
１
）。
国
絵
図
の
よ

う
な
大
型
史
料
で
閲
覧
が
困
難
な
も
の
や
、

「
諸
国
居
城
之
図
集
」
の
よ
う
な
遠
方
の
方
が

利
用
す
る
も
の
な
ど
を
選
定
し
、
毎
年
公
開

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
が
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
コ
モ
ン

ズ
・
ラ
イ
セ
ン
ス
を
付
与
し
て
お
り
、
非
営

利
に
か
ぎ
っ
た
利
用
を
求
め
て
い
る
。

ま
た
、
こ
の
取
り
組
み
に
繋
が
る
も
の
と

し
て
所
蔵
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
挙
げ
て

お
き
た
い
。
現
在
、
ク
ラ
ウ
ド
型
検
索
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
、
基
本
情
報
を
容
易
に
検
索

で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
が

（

）、こ
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
展
示
や

整
理
で
撮
影
し
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
管
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
（
写
真
２
）。
さ
ら
に
、
史

料
の
貸
出
や
修
復
に
関
す
る
情
報
も
管
理
で

き
る
こ
と
か
ら
、
開
館
以
来
の
台
帳
記
録
を

移
行
す
る
と
と
も
に
、
各
種
情
報
の
一
元
管

理
に
向
け
た
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
こ
の
ク
ラ
ウ

ド
型
検
索
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
る
他
施
設
と
の
横
断
検
索
が
可

能
で
あ
り
（

）、
現
在
は
全
国
お
よ
そ
一
六
〇
施
設
、

約
三
〇
〇
万
点
の
歴
史
資
料
が
横
断
検
索
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

（
３
）
金
沢
市
に
か
か
わ
る
行
政
資
料

金
沢
市
の
行
政
資
料
は
現
在
各
課
保
存
の
状
況
で
あ
る
が
、
公
文

書
館
機
能
を
有
し
た
施
設
が
新
設
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
施
設
が
役
割

を
当
然
な
が
ら
担
う
こ
と
に
な
る
。
近
世
史
料
館
に
は
現
在
、
金
沢

市
に
合
併
す
る
前
の
自
治
体
の
行
政
資
料
が
一
部
入
っ
て
お
り
、
未

整
理
の
も
の
も
あ
る
が
、
公
開
さ
れ
て
い
る
行
政
資
料
と
し
て
は
旧

上
金
石
町
役
場
文
書
（
一
一
一
六
点
）
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
市

町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
か
ら
、
金
沢
市

に
編
入
さ
れ
る
昭
和
一
九
年
（
一
九
四
四
）
ま
で
の
上
金
石
町
役
場

の
文
書
群
で
あ
り
（
一
部
除
く
）、
所
蔵
の
経
緯
と
し
て
は
金
沢
市
金

石
町
校
下
町
会
連
合
会
よ
り
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
。
内
容
は
、

議
会
の
議
事
録
や
町
会
関
係
、
財
務
・
税
務
・
土
木
建
築
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
戦
前
の
自
治
体
の
状
況
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
文
書
群

は
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
済
み
で
あ
り
、
閲
覧
に
つ
い
て
は
他

の
所
蔵
史
料
と
同
じ
よ
う
に
公
開
し
て
い
る
が
、
個
人
情
報
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
国
立
公
文
書
館
の
規
則
に
準
拠
し
て
い
る
。
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